















































                                                   






























































































































































































































































別記様式  博在－Ⅶ－２－②－A 
 
論文審査の結果の要旨 
学位の種類  博士（国際文化）  氏 名  陳 煕  
学位論文の  
題   名  
 
1950 年代―1960 年代における中国文化論の展開  
――徐復観と殷海光を中心として――  
論文審査担当者氏名  
 （主査）     勝山 稔 ， 佐野正人 ，  
          黒田 卓 ， 大河原知樹 ， 朱 琳  
 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
本研究は、徐復観（じょ ふくかん）と殷海光（いん かいこう）の文化思想に対す





















別記様式  博在－Ⅶ－２－②－B 
そして、本研究の検討を通じて、両者が持つ「実事求是」精神の理解の相違は学
問観のみならず、文化観にも現われていることを明らかになった。つまり殷海光
は、「実事求是」の精神が人々の内面に潜在し表面上ではとらえにくいものと理解
していたのに対し、徐復観は、儒家の教えが非合理的な精神ではなく、生活の経
験に立脚したよりよい生活を具現化するための方法論だと強調しているという両
者の見解の差違を明確化した。 
 また、本研究の独創的な点については、幾つか指を折ることが出来るが、殊に両
者の中国文化論の中で見出されるエリートの役割の共通性を発見した点にある。
両者は中国の文化的伝統が歴代の知識人（エリート）の英知の結晶であると考え
て文化形成の上で重要な役割を果たしたと指摘する一方、伝統文化を変革する
中心的な存在は、権力者でも一般庶民でもなく、その時代の知識人が強い影響
力を持っている。その点で相異なる見解を持つ両者のエリート意識が奇しくも一致
している点が、本研究によってはじめて明らかになったのである。 
 審査会では、先行研究について、よりきめ細やかな検証と本論での対照が望ま
しいという意見が出たほか、徐復観と殷海光の西洋知識の受容経緯について、更
なる掘り下げの要望などが指摘された。しかしながら実証的な手法により特記す
べき成果をあげた意義は極めて大きい。 
 以上より、本研究成果は、論文執筆者が自立して研究活動を行うに必要な高度
な研究能力と学識を有する事を示している。よって、本論文は、博士（国際文化）
の学位論文として合格と認める。 
 
